
金
部
省
蹴
志
巻
十
二

に

一

、

千

石

戸

問

報

負

本

圏

三

河

一

、

武

千

石

瞬

間

伊

賀

本

国

若

狭

右
の
如
く
記
載
せ
ら
れ
た
り
。
勝
岡
伊
賀
は
本
多
民
の
家
老
役
な
れ

ば
、
戸
回
線
負
も
そ
の
か
み
家
老
席
へ
加
勤
せ
し
に
や
と
い
へ
り
。

治
も
ふ
民
、
本
圏
三
河
と
あ
る
に
て
も
、
戸
田
左
門
の
胤
子
に
あ
ら

ざ
る
事
い
ち
じ
る
し
。

。
務
士
戸
田
靭
負
侮

純
負
が
組
は
、
弼
五
友
術
門
方
邦
と
云
ひ
‘
利
常
卿
被
=
召
抱
一
家
勝

三
百
五
十
石
賜
は
り
、
使
番
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
足
施
顕
を
勤
め
、
正

保
三
年
授
す
。
妻
は
前
田
慶
次
殿
の
第
二
女
に
て
、
二
男
二
女
を
生

む
。
長
男
七
郎
兵
衛
家
を
繕
ぎ
て
.
遺
知
を
賜
ふ
。
次
男
伊
右
衛
門

兄
の
嗣
子
と
訟
り
、
家
替
を
相
続
す
と
い
へ
ど
も
、
故
あ
り
て
跡
断

絶
す
。
長
女
は
長
谷
川
安
入
の
棄
と
た
り
、
次
女
は
今
井
と
稀
し
、

年
寄
女
中
と
た
り
た
り
。
長
谷
川
安
入
の
三
男
小
旗
太
、
今
井
の
猶

子
と
た
り
、
=
一
百
石
を
賜
ふ
庭
、
早
世
す
。
依
り
て
津
悶
宗
七
郎
の

次
男
を
ば
震
ね

τ
今
井
の
猶
予
と
た
し
‘
戸
回
線
負
方
徳
と
名
乗

り
、
義
兄
小
源
太
の
遁
知
を
賜
は
り
、
後
加
恩
あ
り
て
七
百
石
賜
は

候
下
、
同
三
年
篠
井
・
松
岡
雨
人
b
、
松
雲
公
御
在
江
戸
に
付
、
微

妙
公
よ
り
判
物
被
a
成
下
吋
但
松
岡
助
左
街
門
は
明
暦
元
年
比
病
死
、

篠
井
雅
楽
助
は
寛
文
閲
年
に
病
死
に
而
、
共
子
共
は
奥
カ
に
不
v
被
=

仰
付
-
也
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
寛
文
元
年
の
士
幌
に
、
本
多
安
房

五
高
石
内
千
六
百
石
奥
力
と
載
せ
た
り
‘
。
此
の
頃
い
ま
だ
雨
入
共
に

興
力
の
名
儀
に
て
居
た
り
し
故
也
。
然
ら
ぽ
寛
文
四
年
篠
井
死
後
奥

力
士
の
名
締
結
え
た
る
た
る
ぺ
し
。

。

鞍

錨

楓

此
の
木
は
、
篠
井
氏
奮
邸
の
地
内
に
あ
り
て
.
往
来
土
塀
際
・
な
る
古

木
是
た
り
。
昔
此
の
木
に
鞍
掛
り
居
た
り
。
故
に
鞍
掛
恒
例
と
呼
べ
り
。

此
の
木
は
天
狗
の
住
所
也
と
も
い
へ
り
。
最
前
篠
井
氏
此
の
木
の
枝

を
卸
さ
せ
け
る
に
‘
共
の
柏
人
木
よ
り
落
ち
て
死
せ
り
。
故
に
夫
れ

よ
り
恐
怖
し
て
、
伐
木
の
事
を
禁
ぜ
り
と
ぞ
。

O
篠
井
氏
天
狗
偉
緑

稽
停
に
云
ふ
。
背
篠
井
氏
に
召
仕
は
れ
た
る
若
黛
あ
り
。
此
の
者
天

狗
に
化
生
せ
ん
と

τ、
部
屋
へ
入
り
常
に
祈
念
し
け
る
に
、
或
日
部

屋
に
錨
り
居
け
る
慮
、
部
屋
よ
り
民
黒
怠
る
煙
出
で
た
り
。
人
々
一
驚

き
走
せ
行
き
見
る
に
、
戸
口
は
内
よ
り
織
り
設
し
有
る
ゆ
ゑ
.
如
何

金
海
古
蹴
志
巻
十
ニ

四

り
、
寄
合
組
と
成
り
、
持
弓
足
軽
頭
・
馬
廻
頭
を
勤
め
、
究
保
二
年

に
六
十
九
裁
に
て
残
す
。
其
の
子
粛
宮
方
制
家
を
継
ぎ
‘
遺
知
七
百

石
を
賜
は
り
、
持
筒
足
極
頭
・
魚
津
在
住
組
頭
並
と
た
り
、
安
永
二
年

馬
廻
組
頭
に
昇
進
し
、
名
を
級
負
と
綿
し
.
後
治
兵
衛
と
改
稿
し
、

安
永
七
年
六
十
一
裁
に
て
宛
す
。
骨
孫
方
直
も
親
負
と
綿
す
と
ぞ
。

元
組
組
負
は
稀
美
す
べ
き
事
も
た
か
り
し
か
ど
、
戸
悶
級
品
喝
の
名
に

擦
り
て
、
そ
の
履
隠
を
袋
に
載
す
。

。
篠
井
雅
幾
助
醤
邸

共
の
地
上
本
多
町
今
の
横
山
隆
平
邸
地
の
横
町
南
側
也
。
篠
井
は

・
世
々
・
本
多
氏
の
家
老
・
に

τ、
元
組
安
房
守
政
重
以
来
の
家
士
也
。
元

和
二
年
十
二
月
政
重
よ
り
書
出
せ
る
家
人
武
功
調
書
に
、
千
石
歳
廿

五
篠
井
雅
楽
助
、
本
園
越
後
、
於
昌
大
坂
-
五
月
七
日
之
仕
合
、
如
a
下

知
-
組
之
侍
共
郷
田
園
脅
丸
に
錫
v
衆
、
何
茂
乎
に
合
候
。
雅
柴
助
手
前

之
様
子
は
、
青
木
頼
母
・
舟
喜
治
部
左
衛
門
-
所
に
罷
有
可
v
存
事
。

と
載
せ
た
り

0
.

本
多
家
記
に
云
ふ
。
二
代
安
房
守
政
長
、
正
保
四
年

家
替
相
続
之
鹿
‘
未
だ
幼
少
に
付
、
震
a
後
見
-
家
老
之
内
千
石
篠
井

雅
楽
助
、
六
百
石
松
岡
助
左
衛
門
雨
入
奥
カ
に
被
a
仰
付
?
依
v
之
盛
安

元
年
家
総
之
詩
書
判
物
賜
v
之
鹿
、
五
寓
石
内
千
六
百
石
興
力
知
与
蛾

~. 

し
て
出
で
た
り
け
ん
‘
共
の
者
居
ら
予
。
僅
に
窓
の
紙
破
れ
居
た
る

の
み
也
。
然
る
に
共
の
後
篠
井
氏
夢
中
に
彼
の
若
鶴
来
り
、
奉
公
中

懇
意
に
仕
は
れ
し
砲
を
述
べ
‘
せ
め
て
の
御
砲
に
奉
る
と
て
、
鞍
と

守
り
と
を
指
出
し
‘
此
の
守
は
若
し
天
狗
に
さ
ら
は
れ
た
る
者
あ
る

時
、
携
へ
求
む
れ
ば
、
必
宇
出
づ
る
友
り
。
但
し
七
代
迄
の
守
り
也
。

若
し
七
代
を
越
ぐ
れ
ば
、
そ
の
鍵
験
た
き
よ
し
を
い
う
て
立
去
り
た

り
と
也
。
夢
さ
め
け
る
に
、
守
り
は
即
ち
枕
縫
に
あ
り
。
鞍
は
露
地

の
楓
に
掛
か
れ
り
。
右
守
り
は
箱
に
納
め
封
減
し
て
あ
る
が
ゆ
ゑ

に
、
如
何
な
る
も
の
か
詳
か
た
ら
宇
。
鞍
は
織
に
て
諮
り
た
る
訟
り

と
い
ひ
停
へ
た
り
。
依
り
て
従
前
は
金
部
市
中
に
子
供
左
ど
天
狗
に

と
ら
は
れ
た
り
と
て
.
親
族
共
噂
ね
に
出
づ
る
時
は
、
必
宇
篠
井
氏

よ
り
彼
の
守
り
を
乞
諦
け
、
是
を
携
へ
尋
ね
け
る
に
、
果
し
て
山
闘
で

け
り
と
ぞ
。
右
守
り
は
七
代
迄
の
霊
験
に
て
‘
夫
れ
よ
り
談
は
霊
異

・
な
き
と
の
事
た
り
し
が
、
今
源
.
告
と
い
ふ
人
に
て
既
に
七
代
に
及
ぺ

り
。
然
る
に
明
治
維
新
の
後
は
天
狗
に
と
ら
は
る
と
い
ふ
事
絶
え
た

り
。
是
も
不
思
議
な
る
事
也
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
天
狗
て
ふ
も

の
は
‘
日
本
紀
に
、
傍
明
天
皇
丸
年
春
二
月
丙
辰
朔
戊
寅

d

大
星
従
v

東
流
v
西
。
便
有
v
菅
似
v
雷一宮
h

向
。
借
長
僻
目
。
非
昌
流
星
-
是
天
狗
也
。
共

五




